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湯
沢
町
町
民
憲
章

゛
ヽ
■

議会

事務局
水道課

学 校
議場

エレベータ

機
構
改
革
に
伴
う
行
政
組
織
を

見
直
し
、
４
月
か
ら
課
及
び
係
の

担
当
業
務
が
変
わ
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
簡
単
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

①
収
納
課

（砒
７
８
４
・
３
０
５
６
）

収
納
係

こ
れ
ま
で
税
務
課
徴
収
係
で

行

っ
て
い
た
町
税
の
納
付
の
督
促
、

滞
納
整
理
、
滞
納
処
分
、
交
付
要
求

に
関
す
る
事
務
及
び
介
護
保
険
料

4

の
納
付
の
督
促
、
奨
励
、
滞
納
整
理

に
関
す
る
事
務
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

そ
れ
に
加

たヽ
、
水
道
、
下
水
道
、
温

泉
使
用
料
の
督
促
、
奨
励
、
滞
納
整

理
に
関
す
る
事
務
を
行

い
ま
す
。

②
三
俣
地
域
振
興
対
策
室

（砒
７
８
４
・
４
７
８
８
）

庶
務
係

清
滓
川
ダ
ム
建
設
の
中
止
後
の

三
俣
地
域
の
派
興
対
策
に
関
す
る

事
務
を
行
い
ま
す
。

①
総
務
課
　
情
報
政
策
係

情
報
化

・
電
子
白
治
体
の
推
進
、

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等

の
運
用
・管
理
及
び
保
守
、
情
報
公

開
、
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
事

務
を
行
い
ま
す
。

②
福
祉
保
健
課
　
病
院
係

（総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

保
健
医
療
セ
ン
ダ
ー
の
事
業
に

関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

③
社
会
教
育
課
　
国
体
準
備
係

（公
民
館
内
）

２
０
０
９
年
に
開
催
さ
れ
る
第

“
回
国
民
体
有
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
に
関
す
る
事
務
を
行

い
ま
す
。

①
住
民
課
　
環
境
生
活
係

中　
名
称
を
環
境
公
害
係
か
ら
環
境

生
活
係
に
変
更
し
ま
す
。

①
管
財
課

（図
参
照
）

①
清
津
川
ゲ
ム
対
策
室

②
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
室

①
税
務
課
　
徴
収
係

②
福
祉
保
健
課
　
介
護
支
援
係

慣

れ
る
ま
で
、
と
ま
ど
わ
れ
る

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま

孝ツ
。な

お
、
「何
課
に
行
け
ば
よ

い
の

か
わ
か
ら
な

い
」
と
き
は
、
入
ロ
エ

箇
の
住
民
課
窓

口
で
ご
案
内
し
て

い
ま
す

の
で
、
お
気
軽

に
お
た
ず

ね
く
だ
さ

い
。
電
話
で
の
お
聞

い

合
わ
せ
は
、
総
務
課

（砒
７
８
４
●

３
４
５
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

3階

2階

1階

轡財課

総務課 町長室
産

観光

業

課 建設課
策

税務課

エレrく―タ

住民課収納課
―

エレベータ

を
る

新潟県議会議員一般選挙 うヤ影Ⅲ・

春の火災予防運動 ち'サ イ分・・ "

国保 お・ ,好 井

年に一度は人間ドックηやヽ

納税等の計画表など珍π F η
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主
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容
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４
月
１３
日

（日
）
は
、
新
潟
県
議

会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

現
在
ま
で
の
状
況
か
ら
推
定
し
て
、

有
権
者
数
は
、
約
７
，
２
０
０
人
に

な
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
人
は

○
滴
２０
歳
以
上

（招
和
５８
年
４
月

‐４
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の

日
本
国
民

０
３
ヶ
月
以
上

（平
成
１５
年
十
月

３
日
以
前
）
湯
沢
町
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
し
て
あ
る
人

Ｆ

投
票
時
間

一
部
繰
り
上
げ

投
票
日
当
日
は
、
町
内
Ｈ
ヵ
所

の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

一
部

の
投
票
所
で
午
前
７
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
と
―
時
間
繰
り

上
が
り
ま
す
。

（下
表
参
照
）

開
票
は

カ
ル
チ
ヤ
ー
セ
ン
タ
Ｌ

開
素
は
、
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
日

前
日
は

一
部
閉
館
し
、
投
票
日
当

日
は
完
全
に
開
館
し
ま
す
。

【
一
部
閉
館
】

４
月
１２
日

（土
）
午
後
―
時
～

（ア
リ
ー
ナ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
走
路
）

【完
全
閉
館
】

４
月
１３
日

（日
）

た
だ
し
、
開
票
の
参
観
の
場
合

の
み
入
館
で
き
ま
す
。
開
票
は
〔
午

後
９
時
か
ら
の
予
定
で
す
。

投
票
所
入
場
券
は

４
月
４
日
に
発
送

投
票
所
入
場
券

は
４
月
４
日

ヽ

（金
）
に
郵
便
で
発
迷
す
る
予
定
で

す
。
入
場
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、
中

身
を
確
誕
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
は

４
月
４
日
か
ら

当
日
や
む
を
得
な
い
用
務
の
た

め
、
投
票
所
′へ
行

っ
て
投
票
で
き

な
い
方
は
、
不
在
者
投
素̈
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　

●

日

　

　

　

　

，

′４
月
４
日

（金
）
～
１２
日

（土
）

日

　

　

　

　

Ｔ

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

日

　

　

　

　

　

　

　

　

・

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

（役
場
１
階

。
中
会
議
室
）

※
入
場
券
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。
（入
場
券
が
な
く
て
も
投

票
は
で
き
ま
す
。
）
．

こ
の
ほ
か
、
指
定
病
陀
咤
（施
設
）

に
入
院

（所
）
し
て
い
る
場
合
、
長

期
間
違
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
場

合
な
ど
、
投
票
所

へ
行
け
な
い
理

由
に
よ

っ
て
不
在
若
投
票
の
手
続

き
や
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お

聞

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

□
７
８
５

ｏ
２
０
８
０

朧
７
８
５

ｏ
２
０
８
１

,

投票所一覧

み
ん
な
の

【
票

大
切
に
！

投票区 投票所

第 1投票区 鴻沢阿公民館浅貝分館

第 2投票区 二居集会所

第 3投票区 三俣Jヽ学校

第 4投票区 七谷切生活改善センター

第 5投票区 神立保育園

第 6投票区 神立中央会館 (栄町)

第 7投票区 土樽小学校

第 8投票区 滝之又会館

第 9投票区 松川生活改善センター

第 10投票区 湯沢町公民館

第 11投票区 湯沢小学校

年前 7時開所 。年後 8時閉鎖
(※第 1・ 2・ 3,4・ 9投票区は午後 7時閉鎖)

広報ゆざわ H15.3.30  (2)



湯
沢
町
議
会
議
員

一
般
選
挙

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
４
月
執
行
予
定
の
湯
沢

町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

湯
沢
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

（日
本
国

民
で
あ
り
、
満
２０
歳
以
上
で
引
き
続
き
３
ヵ
月
以
上
湯
沢
町

に
住
所
を
有
す
る
人
）
な
ら
誰
で
も
立
会
人
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

投
票
立
会
人
は
、
何
人
に
も
干
渉
さ
れ
ず
、
独
立
し
た
立
場

か
ら
選
挙
事
務
に
立
会
い
、
選
挙
が
公
正
に
執
行
さ
れ
る
こ

と
を
確
保
す
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。
民
主
主
義
の
原
点
と
い

わ
れ
る
選
挙
と
は
ど
ん
な
も
の
か

一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。【投
票
日

（予
定
こ

　

・

４
月
２７
日

（日
）

【勤
務
時
間
】

午
前
６
時
４５
分
～
午
後
８
時
１５
分

【報
酬
額
】

１
６
，
６
４
０
円

（税
引
き
後
）

昼
食
及
び
夕
食
は
選
挙
管
理
委
員
会
で
用
意
し
ま
す
。
た

だ
し
、
昼
食
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

【申
込
】

４
月
７
日

（月
）
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
可
）
申
込
書
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま

す
。
電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

阻
７
８
５

●
２
０
８
０

酬
７
８
５

●
２
０
８
１

と

森の火災静跡趨動 i塞月l園～ 7園
『
'肖

す心 置いてください 火のそばに』
住宅火災 いのちを守る ド7つのポイント

● 3つの習慣
◎寝たばこは、絶対やめる。

◎ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

◎ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
三

● 4つの対策
◎逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。      ,
◎寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。   ,
◎火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を備える。       .
◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。 ・

あわてずに 119番に電話しましょう。

携帯電話からの■9番通報は、一旦他の消防本部につながってから最寄りの消防本部から転送されるの
で、切らずにお待ちください。

魚沼消防署本部 T[L782-9119 魚沼消防署湯沢分署 T[と 784-3377 ・

く、ジ

湯
沢
交
番
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
車
が
狙
わ
れ
て
い
る
！

今
年
に
な
り
、
湯
沢
町
内
．で
５
件
の

自
動
車
盗
難
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「少
し
の
間
な
ら
離
れ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ

う
。
」
と
思

っ
て
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
つ
け

た
ま
ま
自
動
車
を
置
き
、
離
れ
た
隙
に

盗
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
車

上
狙
い
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
特

に
車
内
に
バ
ッ
ク
等
の
品
物
を
置
い
た

ま
ま
に
す
る
と
狙
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
間
、
車
を
離
れ
る
場

合
で
も
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ロ
ッ

ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
動
車
内
に

バ

ッ
ク
、
財
布
等
を
置
い
た
ま
ま
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
自
動
車
は

金
庫
の
代
わ
り
に
な
り
ま
せ
ん
。
貴
重

品
は
肌
身
離
さ
ず
に
１

犯
人
が
あ
な
た
の
隙
を
う
か
が

っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
な
た
の
車
内
の
大

切
な
品
物
を
奪
う
の
で
す
。

万

一
、
盗
難
の
被
害
に
遭

っ
た
場
合

や
、
犯
人
や
不
審
者
を
目
撃
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

事
件

・
事
故
は
１
１
０
番
又
は

湯
沢
交
番
　
　
　
　
　
　
．

皿
７
８
４

●
２
０
２
０

六
日
町
警
察
署

砒
７
７
０

ｏ
０
１
１
０

(3)



異動届ltt T4日

'X向

に
【

こ
の
春
、
進
学
す
る
方
あ
る
い

は
社
会
人
と
な
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ

新
た
な
生
活
に
向
け
て
準
備
を
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
保

険
証
の
確
認
で
す
。

国
民
健
康
保
険
証
の
内
容
に
下

表
に
掲
げ
る
異
動
が
生
じ
た
と
き

は
、
‐４
日
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。【届

出
先
】

住
民
課

砒
７
８
４

・
３
４
５
３

届出が必要な1事項 |

‐
■ ■
―
必要ども|の

卒
業

入
学

就
職
し
た
と
き

遠隔地の学校 (大学など)に入学し、学生と

なったとき (→○該当の届出)

在学証明書・転出先住所 。国保保険証 。印鑑

※在学証明書が間に合わない場合は、合格通

失́日書など入学を確認できる書類を持参し、

後日在学証明書を提出してください。

学校を卒業し、
'就職して社会保険などに加入

したとき (→国民健康保険喪失の届出)
社会保険証 。国保保険証 。印鑑

○保険証の交付を受けている方が就職し、社

会保険などに加入したとき (→○非該当の届

出と国民健康保険喪失の届出)    ・
○保険証・社会保険証かその写し。印鑑

○録険証の交付を受けている方が卒業し、引

き続き国民健康保険に加入するとき (→○非
該当の届出)

○保険証。国保保険証・印鑑・転入届

園
保
iこ

入
る
と
き

他の市区町村から湯沢田]‐に転入してきたとぎ
印鑑 。前住所地の市区町村の転出証明書・国

保の世帯に入る場合は、その世帯の保険証

職場の健康保険をやめたとき
印鑑・職場の健康保険をやめた証明書・国保

の世帯に入る場合は、その世帯の保険証

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 印鑑・被扶養者をはずれた理由の証明書

子どもが生まれたとき 印鑑 。国保保険証・母子手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑・保護廃止決定通知書

圏
保
を
や
め
る
と
き

他の市区町村に転出するとき 印鑑 。国保保険証

職場の健康保険に入つたとき 印鑑・国保保険証・職場の健康保険証 (未交

付の場合はカロ入したことを証明するもの)職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑・国保保険証

生活保護を受けるようになったとき 印鑑 。国保保険証・保護開始決定通知書

そ
―

の .

r也

退職者医療制度の対象になったとき 印鑑・国保保険証・年金証書

湯沢町内で住所が変わったとき

印鑑 。国保保険証世帯主や氏名が変わったとき

世帯を分けたり、一緒にしたとき

国保保険証をなくしたとき (または汚れて使

えなくなったとき)

印鑑 。本人であることを証明できるもの

(使えなくなった国保保険証 )

広報ゆざわ H15.3.30  (4)



平
成
１５
年
４
月
１
日
か
ら

退
職
著
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す
！

０
自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

●
特
例
療
養
費
の
支
給
が
な
く
な
り
ま
す
。

●
外
来
の
薬
剤
に
か
か
る

一
部
負
担
が
な
く

な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
´

．退
職
し
て
、
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け

る
ま
で
の
制
度
で
す
。

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る

７５
歳
未
満
の
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、
老
人
保

健
の
適
用
を
受
け
る
ま
で
の
間

「退
職
者
医
療

制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

回

□

圏

因

次
の
条
件
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

（退
職

被
保
険
者
本
人
）
と
そ
の
扶
養
家
族
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

②
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

③
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金

を
受
け
ら
れ
る
人
で
、
そ
の
加
入
期
間
が
２０

年
以
上
、
も
し
く
は
対
歳
以
降
に
１０
年
以
上

で
あ
る
人

病
院
な
ど
の
窓
日
で
「国
民
健
康
保
険
退
職

被
保
険
者
証
」
を
提
出
し
て
受
診
し
ま
す
。

平
成
１５
年
４
月
か
ら
３
歳
以
上
７０
歳
未
満

の
人
の
自
己
負
担
割
合
は
、
本
人

・
被
扶
養
者

と
も
す
べ
て
３
割
と
な
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と

■■厘司

`果

の 部 町 夏 ■■ ～平成 15年4月の改正内容～

■外来で薬剤を処方してもらった場合の一部負担が廃止されます。

〉

■退職者医療制度の自己負担割合が変わりました。

・ 1     平成 15年 3月 まで
70歳未満

2割

t・
t
平成 15年 4月 から
70歳未満

退職被保険者

(本人)

来

院

　

来
　
　
院

外

入

　

外
　
　
入

→

被 扶 養 者

(扶養家族)
→

■ 70歳未満の高額療養の自己負担限度額が一部変わります。
自己負担限度額 (月額、3回目まで)

平成 15年 3月 まで 平成 15年 4月 から

般
72,300円 +医療費力` 361,500円を超えた
場合は、その超えた分の 1%を加算

72,300円 十医療費が 241,000円を超えた

場合は、その超えた分の 1%を加算

上位所得者

(注 2)

1391800円 +医療費ア,ヾ 699,000円 を超え
た場合は、その超えた分の 1%を加算  ｀

439,800円 +医療費が 466,000円 を超え
た場合は、その超えた分の 1%を加算

住 民 税
非課税世帯

35,400円 35, 400円

(注 1)一定以上所得とは、同一世帯に一定の所得 (課税所得が 124万 円)以上の 70歳以上の方又は老人保健で医療を受ける人又

は受ける人がいる人にあたります。ただし、70歳以上の人及び老人保健で医療を受ける人の収入の合計が、単身世帯の場合

は年収 450万円未満、2人以上の世帯の場合は年収 637万円未満であると申請した場合は「一般」の区分と同様になり、1割

…負担となります。

(注 2)上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額などが 670万円を超える世帯にあたります。

んせまりわ変で割２ま者得所上
Ｊ
・以
領
∝割よ上以歳０７割０とま満未歳３※

(5)



保健医療センターでは、昨年
1打 月から人間ドックを始め

ました。スタッフも頑張って

います。町民の健康を守る拠

点である保健医療センターで

受けられるようお勧めします。

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
が
ん

な
ど
の
成
人
病
は
、
自
覚
症
状

の
な
い
ま
ま
身
体
の
中
で
静

か
に
進
行
し
ま
す
。
早
期
発
見

の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
生
活
習

慣
を
見
直
す
き

っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。

【対
象
者
】

昭
和
９
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
３９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
、
湯
沢
町
に
住
所
を
有

し
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
期
間
が
１
年
以
上
の
人

【助
成
額
】
　
　
　

　
　

。

別
表
の
と
お
り

が
助
成
し
ま
す

【申
込
方
法
】

対
象
と
な
る
国
保
加
入
者

の
方
に
は
、
郵
便
は
が
き
で
連

絡
し
ま
す
の
で
、
そ
の
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
住

民
課
窓

日
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【申
込
期
限
】

′

４
月
１８
日

（金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

【申
込

・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
国
保
年
金
係

阻
７
８
４

・
３
４
５
３

■国保人間ドック健診料 。自己負担額■

助成.の1襲 けられす
.指
定 医●接 機 関

基本健診料―
| (A>

1国i保助:成額
i

(a)
島:醇箋握綴|
|(A,la) ⅢⅢ.争・ずユーチ|:ィ |ヽ|

湯沢町保健医療センタと 33, 600円 26, 100円 7, 500円
子官がん。乳がん検診 (女性)及び前立腺が
ん健診は別途 2,625円 が必要

ゆきぐに大和総合病院 37, 800円 27, 800円 10,000円
子官がん、乳がん、前立腺がんともに基本健
診料に含む

小 千 谷 総 合 病 院 37,800円 27,800円 10,000円
子官がん、乳がんは基本健診料に含むが、前
立腺がんは別途 1,575円が必要

立川メディカルセンター 37,800円 27:800円 10,000円
子宮がん、乳がんは基本健診料に含むが、前
立腺がんは別途 2,200円 が必要

湯沢町保健医療センターにおける人 ドックの

1絞 査.項 目 主を壊穏 111 .■ .● ■機査でわかる病箕・状態 |―

便 潜 血 検 査 消化管からのわずかな出血を調べます。 大腸がん、大腸ポリープなど

尿  検  査 糖尿病や腎臓病等の有無を調べます。 腎臓疾患、糖尿病、勝D`炎など

血 液 一般 検 査 全身の健康状態を知るうえで基本となる検査です 貧血、多血症、感染症、白血病など

血液生化学検査 栄養状態、肝機能、腎機能、糖尿病などについて調べます。 肝炎、脂肪肝、腎障害、糖尿病など

身 体 計 測 身長・体重・体脂肪・肥満度を算出します。 体重増加・減少

血 圧 測 定 最高血圧と最低血圧の値を測ります。 高血圧

聴 力 検 査 聴力の異常を調べます。 聴力障害

肺 機 能 検 査 肺活量や換気機能について調べます。 気管支喘息、慢性気管支炎、肺気腫など

視 力 検 査 近視・遠視の有無や程度を調べます。 近視・遠視

眼 底 検 査
目の病気だけではなく動脈硬化や糖尿病など全身の病気によ
る影響をチェックします。

緑内障、高血圧症、動脈硬化症、糖尿病の合

併症の有無など

眼 圧 検 査 限圧を測ります。 緑内障

胸 部 X線 検査 肺や心臓の病気を診断します。 肺炎、肺結核、肺がん、心肥大など

心 電 図 検 査 心臓の働きを調べ不整脈・狭心症などの発見と診断をします。 不整脈、狭心症、心筋梗塞、心肥大など

腹 部 超 音 波 肝臓・胆のう。膵臓、腎臓、牌臓などを観察し、診断します。
肝炎、脂肪肝、肝がん、胆石、胆のうポリー

プ、腎結石など

胃 X線 検 査 食道・胃・十二指腸の異常や変化を診断します。※胃カメラ検査に変更できます。 (追加料金 3,(XX)円 )

食道漬瘍、胃炎、胃潰瘍、胃がん、十二指腸

潰瘍など

医師の診察・面談 医師の診察・結果説明を行います。

オプシ ョン検査 (お問い合わせください。)

広報ゆざわ H15.3.30  (6)



甲醸嘘媒蘇戚鹸議鶴鶴欝麗機

√
‐

平成 15年 4月 から平成 16年 3月 まで

0毎月の納付額を納税通知書等により記入して、納税計画を立てましょう。
●納期限は、各月の月末 (12月 は 25日 )ですが、土曜日、日曜日及び休日にあたるときは、それらの日の翌々日又は翌日が期限となります。
●口座振替納付を申し込まれている方は、各月の 28日 に引き落としさせていただきます。ただし、6月 は 30日、9月 は 29日、12月 は 24日、2月 は 26日 にな
ります。

問い合わせ

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

3月

7月

6月

5月

4月

月

';ll

納付の相談・・・・・ ●●●0● ●収納課

課税の内容・・・・・ ●●●●●●税務課

上下水道・温泉使用料の内容 。・・水道課

TEL 784-3056

TEL 784-3452

TEL 784-4853

41需

弼
一

３

…………………‐！

・z 翔  |

|〕 翔

固 定 資 産 税

4期 |

‐3翔

IZ剰

¬鶏

町 県 民 税

(頂手軒

-4翔

3翔 :|

2ア潟||      :

1-期 | |

(腫弩 )

国民健康保険税

介 護 保 険 料

目

■

職
・
剛畢税

軽 自 動 車 税

(野口):

上下水道使用料

温 泉 使
~用
料

水道課

TEL 784-4853

4期
―
    |

3再月 II

Ｚ

‘・
翔

1 溺
■

下水道事業受益者負担金

管財課

TEL 784-2611

料
・
鞄質
・

貸  地  料 △ロ 計

固定資産税・町県民税には、お得な前納制度がありますのでご利用ください。

。
Ｓ
他
裡
Ｖ
う
尊
俺

′里
掏
笹
世
や
即
日
爬
回
誌
擦
畢

便利な口座振替納付をお奨めします。 (金融機関等で手続きができます。)
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薗
饉

畿

畿

鰯

鯉

饉

澪

遼

遵

ゾ

税
金
勝
納
付
し
な
い
と

よ
　

ご
う
な
る
の
で
し
か
う
？

町
で
は
、
固
定
資
産
税
・町
県
民

税
の
納
付
に
つ
い
て
、
「
口
座
振

替
」
と
「会
期
前
納
」
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

奉
期
ご
と
に
納
め
る
税
の
金
期

分
を
前
納
す
る
と
、
本
税
か
ら
前

納
報
奨
金
分
が
差
し
引
か
れ
ま
す

の
で
お
得
で
す
。
本
税
に
対
す
る

前
納
報
奨
金
の
割
合
は
、
お
お
よ

そ
２
％
で
、
最
高
限
度
額
は
５
万

円
で
す
。
（た
だ
し
、
本
税
が
少
額

の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

ま
た
、
納
付
に
は
納
め
恙
れ
の

な
い
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
全
期
前
納
し
た
い
と
き

①
既
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

る
方
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

快
納
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
金

期
前
納
に
す
る
と
、
来
年
度
以
降

も
白
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
が
、

振
替
不
能
に
な
る
と
そ
の
年
度
に

つ
い
て
は
各
期
ご
と
の
口
座
振
替

と
な
り
ま
す
。

②
納
付
言
で
納
め
る
方

５
月
中
旬

に
「会
期
前
納
」
用
と

「奉
期
別
」
用
の
納
付
首
を
お
送
り

し
ま
す
。
「会
期
前
納
用
」
の
納
付

書
を
使

っ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
座
振
替
に
し
た
い
と
き

直
接
町
内
の
金
融
機
関
に
申
し

込
む
か
収
納
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

新
た
に
、
第
―
期
分
及
び
全
期

前
納
分
の
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
４
月
Ｈ
日

（金
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
―
期
分
及
び
全
期
前

納
分
の
口
座
振
替
日
は
５
月
２８
日
、

納
付
書
に
よ
る
納
付
期
限
は
６
月

２
日
で
す
。

【連
絡
先
】

収
納
課

Ｒ
７
８
４

●
３
０
５
６

国
民
の
三
大
義
務
の

一
つ
で
あ
る

「納

税
」。
こ
の
義
務
を
怠
る
と
ど
う
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
税
金
に
は
納
期

限
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
を

過ヽ
ぎ
て
も
払
わ
な
い
場
合
は
、
「督
促
状
」

が
発
送
さ
れ
ま
す
。
地
方
税
法
で
は
、
こ

の
督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
、
１０
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し

な
い
と
き
は
，、
滞
袖
者
の
財
産
を
差
押
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
１０
日
を
経
過
し
た
か
ら
と

い
っ
て
差
押
は
行
わ
ず
、
そ
の
方
の
生
活

を
脅
か
す
こ
と
の
な
い
よ
歩
に
、
催
告
し

た
り
、
町
税
吏
員
が
自
宅
に
徴
収
に
行
く

と
い
っ
た
方
法
が
取
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
催
告
等
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

不
当
な
理
由
か
ら
納
税
に
協
力
い
た
だ

け
な
い
場
合
は
、
い
よ
い
よ
「滞
納
処
分
」

と
な
り
ま
す
。

滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
は
、
そ
の
滞
納

者
の
全
て
の
財
産

（
一
部
差
押
禁
止
財
産

を
除
く
）
を
対
象
と
し
ま
す
。
例
え
ば
、
給

与
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
、
自
動

車
等
が
差
押
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

税
は
、
不
当
な
理
由
で
払
わ
ず
に
済
む

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納

期
限
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平
を
保

つ
た
め
に
、
湯
沢
町
で
も
納
税
に
ご
協
力

い
た
だ
け
ず
、
や
む
を
得
ず
差
押
を
行
う

件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
納
付
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
場

合
に
は
、
早
め
に
収
納
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ

い
。

収
納
課

へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
４
月
１
日
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

と

広報ゆざわ H15.3.30  (8)



新
潟
県
最
低
賃
金

産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
最
低
賃
金
は
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
や
ア
ル
バ
イ
ト
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
今

一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【問
い
合
わ
せ
】

小
出
労
働
基
準
監
督
署

阻
０
２
５
７
９

ｏ
２

・
０
２
４
１

努色保険|り年度更新琴幾き|億為皐めに1
労働保険年度1更新は、5月 20日 (月―)が申告期1限ですしまだお済―みでなぃ方は おヽ―早めに手続きをして
くださいとなお、年度更新説明会及び記入指導会を行いますので、お送りしてあり.ます「労働保険年度更

新申告書」の封筒裏面の開催案内をご覧いただき是非ご来場ください.  ■

0ご不明な点はお尋ねください
0雇1用保険のお問合せ先

小出労働.基準監督署 TEと.02579-2-0241

六日町公共職業安定所 靴‐772-3とV

「あ
、
危
な

い
！
」
小
さ
な
子
供
も

い
る
家
庭

で
の
注
意
事
項

子
供
の
成
長
は
楽
し
み
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
成
長
と
と
も
に
危

険
な
こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。
子
供
は
何
で
も
日
に
入
れ
ま
す
し
、
親

の
ま
ね
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
た
つ
の
上
に
た
ば
こ
や
ナ
イ
フ
が
あ
る
、
窓
に
手
す
り
が
な
い
、

お
風
呂
の
中
に
残
り
湯
が
あ
る
な
ど
、
大
人
に
と

っ
て
は
何
で
も
な
い

事
で
も
、
子
供
に
と

っ
て
は
大
変
危
険
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
気
を
つ
け
た
い
こ
と
◆

○
た
ば
こ
を
出
し
っ
ば
な
し
に
し
な
い
。

サ　
食
べ
て
し
ま

っ
た
ら
危
険
。

Ｏ
鍋
の
柄
の
向
き
に
注
意
す
る
。

子
供
が
つ
か
ん
で
こ
ば
し
た
ら
危
険
。

Ｏ
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
は
し
な
い
。

引

っ
張

っ
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
も
の
が
落
ち
る
。

Ｏ
風
呂
の
残
り
湯
は
落
と
す
。

！　
火
事
の
時
は
有
効
で
す
が
、
子
供
が
落
ち
る
と
溺
死
の
危
険
あ
り

○
電
話
の
そ
ば
に
、
も
し
も
の
時
の
情
報
を
書
い
て
お
く
。

パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
と
思
い
出
せ
な
い
。
　
な
ど

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

ＴＢＬ

７

８

４

●

３

３

７

７

新潟県最低賃金 64冒 円

電気機械器具、情報通信機械器

具、電子部品、デバイス製造業

※電球製造業及び電気計測器製造業

を除く

5,897円

(据置き)
739円

平成 15年

2月 14日

各種商品、小売業

※衣食住にわたる各種商品を一括し

て 1つの事業所で小売する事業で

百貨店、総合スーパー等を営む事

業所

5,620円

(据置き)
704円

平成 15年

3月 6日

自動車 (新車)、 自動車部分品・

附属品小売業

5, 870円

(据置き)
736円

平成 15年

2月 19日

の皆さんヘ

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

tOし

シ

(9)



◇◇

ファミリーの部 最優秀賞作品

◇

今年より湯沢温泉雪まつりに合わせて地域観光活性化補助事業として『雪灯リコンテスト』が行われました。
湯沢・神立地区に47点 (フ ァミリーの部32点、一般の部 15点)の作品が展示されました。それぞれ創意工夫
を凝らした素晴らしい作品ばかりでした。
2月 28日夜に審査が行われ、3月 1日の雪まつりの会場で結果が発表されました。′

団体名又は氏名 (敬称略 )

最 優 秀 賞 ときわ住設

優 秀 賞 高橋 品子
審査員特別賞 ケアハウスゆざわ

4 位 湯沢温泉ロープウェー

5 位 高橋屋商店

一般の部 最優秀賞作品

て

｀
ヽ

Ⅲ

(ヽフ

ミリーの部 代表者名 (敬称略 )

最・優 秀 賞 南雲 公男

優  秀 i賞 高野 春菜
審査員特別賞 金子 直樹
4 位 関 忠

5 位 宮下 義彦

む
３

●

０
内
は
叩
銀

保
護
者
名
（軟
称
略
）

南
要
　
悠
成

（
さ原いく
十
七
・
患
子
）

峠
　
哄
哉

（谷

南
芸

地
、
工
芳

・
息
子
）

ま
も
る
衛

（日
中
、
工
隆

・
奈
美
子
）

た
つ
き

宮
沢
　
樹

全

と
俣

原

伸
幸

・
郁
も

森
下
　

本ヽ
遠

父

濠

後

守

由
こ

原
沢
　
光

（中
里
、
逹
夫

・
き
み
子
）

り
い
う
せ
い

関
　
流

星

（〒監
呵
い
昇
。
み
ゆ
き
）

森
下
　
珠
莉

（大

しヽ
島
、く
み策
喜

・
美
紀
）

高
橋
　
郁
海

↑

沢

吹
峡

二

でヽ

こ

角
谷
　
璃
理
合

（堰
ひ場φ
誠
次
・明
美
）

南
要
　
大
（一　
ひ之知
、
久
・さ
と
子
）

半
沢
　
輝

（松
捌
甲
覗
史

・
智
怠
美
）

官
沢
　
翼

　
　
．

（原
、
竜

・
実
穂
）

広報ゆざわ H15.&30  (10)



却

零
議
鶴
攀
綴

【日
時
】

４
月
■
日

（金
）

受
付
時
間
…
午
前
９
時
～
９
時
３０
分

（時
間
厳
守
）

抽
選
会
…
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
２
時
頃
ま
で

【予
約
対
象
期
間
】

４
月
２６
日

（土
）
～
５
月
５
日

（月
）

７
月
１９
日

（土
）
～
９
月
２‐
日

（日
）

※
こ
の
期
間
以
外
は
、
常
時
予
約
申
込
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

（同
時
入
金
）

【施
設
】

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

…
ア
リ
ー
ナ
、
小
ホ
ー
ル
、
柔
剣
道
場
、
研
修
室

（１
）
。
（２
）
、

会
議
室

湯
沢
中
央
公
園
屋
外
施
設

…
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（南
１８
面
、
北
４
面
）
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、

少
年
野
球
場
、
運
動
広
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【注
意
事
項
】

①
抽
選
会
へ
の
参
加
は
、
湯
沢
町
に

一
般
向
け
宿
泊
施
設
を
有
し
、

旅
館
業
を
営
む
方
の
み
と
し
、
一
宿
泊
施
設
に
つ
き
代
表
者
１

名
限
り
と
し
ま
す
。

②
使
用
料
金
は
、
申
込
時
に
全
額
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
予
約
は
、
１
施
設
連
続
５
日
以
内
で
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
４
面

ま
で
と
し
ま
す
。

④
施
設
予
約
後
の
他
者

へ
の
転
貸
は
で
き
ま
せ
ん
。

【問
い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

ＴＥＬ

７

８

４

●

１

５

１

１

※
な
お
、
一
般
受
付
は
４
月
１４
日

（月
）
か
ら
行
い
ま
す
。
屋
外
施

設
に
つ
い
て
は
、
中
央
公
園
管
理
棟

（ＴＥＬ
７
８
７
●３
３
８
８
）
、

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
つ
い
て
は
、
（財
）
湯
沢
町
都
市
施

設
公
社

（ＴＥＬ
７
８
４

・
１
５
１
１
）
へ
お
願
い
し
ま
す

とその の ろ

相談の種類 相1談1時間 4月

よろず相談

毎週月曜日から金曜日

9:00ヘン17:00

(土 日祝日。年末年始は除く)

専門相談 (予め予約が必要です)

法 律 13:30ヘン16:00
7日 ,14日 ,

21日 ,24日 ,28日

医 療 13:30ヘツ15:30 2日

痴 呆 14:00ヘン16:00 16日

公的年金・保険 13:30ヘン15:30 1日

税  金 10:00令ヤ12:00 11日

健康・介護 10:00ヘン16:00 10日

新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄

りやその家族の方留が抱える悩みごとや、心配

ごとの相談を無料でお受けしています。

相談電話 025-285-4165
(新潟市上所 2-歩2 新潟ユニゾンプラザ 3階 )

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に

役立ついろいろな情報をテレホンサービスでお知ら

せしています。

月 1日 ～ 4月 16日  「高齢者とその家族の悩みごとをお聞きします」
月 17日 ～ 5月 1日  「自分では気づかないお日のにおい」

４

４

テ レホ ン サ ー ビス
8025-281-5550(24時間年中無休)

農
薬
取
締
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

昨
年
、
無
登
録
晨
業
が
全
国
的

に
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て

い
る
実

態

が
明

ら

か

と
な
り
、
国
民

の

「食
」
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
う
大

き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
十２
月

に
晨
楽

取
締
法
が
改
正
さ
れ
、
３
月
１０
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、

①
無
登
録
皮
業

の
製
造
、
輸
入
、
伎

用
の
禁
止

（販
売
は
従
来

か
ら

禁
止
）

②
皮
楽
使
用
基
準
に
違
反
す
る
威

業
使
用
の
禁
上

③
罰
則
の
強
化

な
ど
で
す
。

農
業
は
威
林
水
産
省
の
登
録
番

号

の
あ
る
も
の
を
、
ラ
ベ
ル
を
よ

く
読
ん
で
使

い
ま
し
ょ
う
。
詳
し

い
晨

業

情

報

は
、
農

林
水
産

省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
今
庫
０
ミ
き
≡
当
ω

載
∴
９
■
番
巳
石
ぎ
も

の

「農
業

コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課
晨
林
振
興
係

ＴＥＬ

７

８

４

ｏ

４

８

５

０
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一
結
に
お
芝
居
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
劇
団
ゆ
き
ぐ
に
で
は
、
役
者
、

ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
説
明
会

に
お

い
で

く
だ
さ

い
。
ま
た
、
各
週
木
曜
日
午

後
７
時
よ
り
、
六
日
町
文
化
会
館

で
糟
き
を
し
て

い
ま
す
。
気
軽

に

見
学

に
お

い
で
く
だ
さ

い
。

【
説
明
会
】

・
日
時
４
月
１７
日

（木
）

午
後
７
時
３０
分
～

・
会
場
六
日
町
文
化
会
館

【聞

い
合
わ
せ
】

劇
団
ゆ
き
ぐ
に
事
務
局

砒

０

９

０

●
６

４

５

４

●
１

９

５

９来
年
春
卒
業
見
込
み
の
大
学

・

短
大

・
専
門
学
校
生
を
対
象
と

／し

た
就
載
濁
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

優
参
な
若

い
人
材
を
確
保
す
る
絶

好
の
機
会
で
す
。
多
く
の
企
業
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
‐。

【
日
時
】

４
月
２５
日

（金
）

午
後
―
時
～

【場
所
】

六
日
町
文
化
会
館

【聞

い
合
わ
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
六
日
町

ＴＥＬ

７

７

２

●

３

１

５

７

【覧
付
期
間
】

４
月
―
日

（火
）
～
１０
日

（木
）

【
採
用
予
定
人
数
】

船
舶
運
航
シ
ス
え
ム
課
程

約
９０
人
　
　
　
　
　
´
く

【受
験
資
格
】
　
　
　
　
　
、

Ｔ
和
５４
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び

平
成
１５
年
９
月
ま
で
に
高
等
学

校
を
卒
業
見
込
み
の
者

②
十
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者

及
び
平
成
１５
年
９
月
ま
で
に
十

等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

者
③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年

の

課
程
を
修
了
し
た
者

④
大
学
入
学
資
格
検
定

に
合
格
し

た
者
等
人
事
院
が
①
、
②

に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
誕
め
る
者

【
試
験
日
】

ｏ
第
―
次
試
験

５
月
２５
日

（日
）

。
第
２
次
試
験

６
月
２４

（火
）
日
～
２６
日

（木
）

【
試
験
地
】

ｏ
第
―
次
試
験

新
潟
市
他
全
国
３５
カ
所

・
第
２
次
試
験

新
潟
市
他
Ｈ
力
所

【聞

い
合
わ
せ
】

第
え
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
部
人
事
課

フ
リ

ー
ダ

イ

ヤ

ル

０

１

２

０

●

４

４

４

ｏ

５

７

６

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
及
び

コ
マ
ク
サ

の
湯

は
、
次

の
期
間

お
休

み
し

ま

す
。

・

ロ

ー

。フ
ウ

エ
ー

４
月
７
日

（月
）
～
２４
日

（木
）

・
コ
マ
ク
サ
の
湯

４
月
７
日

（月
）
～
２５
日

（金
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業
所

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

３

２

６

　

「
…

ｔ

２３
日

（水
）

相
談
員
　
井
熊
杉
本

4月 のけん こつ体操教室のお知 らせ

4月から新たな会場も加わり、けんこつ体操を実施します。春は
活動の季節。筋力をつけ、動きやすい身体づくり、痛みのない身体
づくりをしましよう。最近は新しく参加する人ガ増えてきていま

す。いままで参加していなかつた方もぜひ来て:ください。

【日程】               .

【参加費】 100円

【間い合わせ】在宅介護支援センター T[[784-3000

２
日

（水
）

相
談
員

９
日

（水
）

相
談
員

‐６
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
秀
夫

高
橋
ト
ミ
エ

高
橋
杉
本

式
成
芳
枝

橋
本
　
秋
治

南
要
ミ
ヨ
ン

森
夫
芳
枝

３０
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

高
橋
ト
ミ
エ

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（７
８
４
ｏ
４

１
１
３
）
で

の
相
談
も
で
き
ま

す
。

１０
日

（木
）

午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
吉
口
橋
　
昇

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

雪
融
け
に
よ
る
清
津
川
の
増
水
に
注
意
∬

一
　

（電
源
開
発
い
　
奥
清
津
電
力
所
）

会  場 期 日 時   間
神立中央会館 (栄町) 8日の22日の

13: 30^ヤ 15 : 00

神立中央集会場 (田中) 4日◎ 18日◎

農山村開発センター 7日⑤ 21日⑧

松川生活改善センター 9日⑪ 23日⑪
下湯沢公民館 9日⑪ 23日⑪
□―プウエー事業所 3日⑮ 17日⑥

総合福祉センター
十日の 15日の
10日⑮ 24日⑥

二

‥
〓

一

の

湯

月

の

一
ヽ
と

日

４
月

の
行
貯

広報ゆさわ H15.3.30  (12)



み 収 集し

～ 靱 陶 ⑫ 熙 ω

※問い合わせ 住民課環境公害係□784-3453

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内□784-3149)

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内□784-31 49)

ヽ

区 分 出  し 方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽 ・神 立 三 国 三 俣

可 燃 ご み (注)のとおり。 O・ ① o④ 餅 ⑥ o① lぐ拗日は脇 〉

ダ ン ボ ー ル 紐を十字にかけ

る。

10日・24百 8日・ 22日 11日・ 25日 9日・ 23日

紙 類 ・ 布 類
T

3日 1日 4日 2日

ぺ 'ノ トボ ト )レ
不燃ごみ指定袋
に入れる。

袋を二重にしな

いこと。

17日 15日 18日 16日

空   き  缶 1日 3日 2日 4日

空  き び  ん 8日 10日 9日 日

その他の不燃ごみ 15日 17日 16日 18日

(注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定ごみ袋で出すようお願いします。

◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んで、外から見えるようにマジックで「ガラス」等と書いて指

定ごみ袋に入れて出してください。

◎いずれのごみも、重さ 10Kg以下で出してください。

◎収集日の午前 8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。 /
◎ビン・ぺ・ントボトル等は中を水洗いして出してください。   ´

日 目種 対 象 時    間 △
石 場

精神に障害をお持ちの方 10:00-14:00 や す ら ぎ 荘1の ふ れ あ い サ ロ ン

3⑥ 1歳 6ヶ 月 児 健 診 H13.8月 ・9月 生まれ 1&00集合 総 合 福 祉 セ ン タ ー

8⑪ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 9:00へ V16:00 高 田 公 園 (上 越 市 )

15⑪ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00令V14:00 や す ら ぎ 荘

24⑥ 乳 児 健 診 H14.6月 ・12月 生まれ . 1&00集合 総 合 福 祉 セ ン タ ー

保 健 衛 生 行 事

日 種 類 対 象 会 場 ・ 時 間

l⑪ ツベルクリン反応検査 生後 3ヶ 月以降 4歳未満

保健医療センター

14:00～ 15:00

30 B   C   G 4歳未満のツベルクリン反応検査で陰性時
(1歳未満で受けることが望ましい)

8の 麻  し  ん 生後 12～ 90ヶ 月の間に 1回接種
.

(1歳を過ぎたらなるべく早く受けることが望ましい)

15⑪ 日 本 脳 炎 1期
:生後 6～ 90ヶ 月の間に 1～ 4週間の間隔で 2回接種

1期追加 :2回 目接種後、おおむね 1年おいて 1回接種

22⑪ 三 種 混 合
1期 :生後 3～ 90ヶ 月の間に 3～ 8週間の間隔で 3回機種
1期追加 :3回 目接種後、おおむね 12～ 18ヶ 月おいて 1回接種

(13)

予防機種の望.ましい

受け方の順序
①ツベルクリン・BCG ②ポリオ ③三種混合 ④麻しん ⑤風しん ⑥日本脳炎

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成 15年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。



4月の救急診療当番
※問い合わせ 日曜・祝日⇒休日救急診療所 πL7 7 3-6688

その他の日 C〉 魚沼消防本部  TEL 7 8 2-1991
(テレホンガイド)

※脳神経外科の休日救急医療⇒斎藤記念病院 租773-5111
日 受 付 時 間 内  科 外  科

50
12:00  ～ 18:00
.18100γ

望朝 6..:!00

いと う小児 ク リニ ック

.ゆきぐ1二 ,大和総:今.病
―院

囲 770-0303

園 ヱT T 21■

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大‐和総合無饒

60
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝℃:00

休 日 救 急 診 療 所

‐
六  日 町  l病  院

団 773-6688

1囲772-71■

休 日 救 急 診 療 所

六  日 .町  痛 
―
院

12①
12:00  ～ 18:00

18:00｀翌朝6:00

高   橋

六  1目 .

医  院  囲 784-2410

町! 義 碗・ I麟‐772二・7ユユ1-
日

1大 il・日.― .

町  病  院

町 ■蒲i‐ 院|

130
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所 団 7736688

.9‐きぐに本和:総i全・病
―
曜.甲留‐勢Iゴ・

休 日 救 急 診 療 所

ゆ
=で

1手大れ幹金1燐:院

19①
12100  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:.00

中 澤 医 院

ゆき!ぐ
・
に大琴爾総金病院

囲 773-3211

圃石7-2111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大1琴降総合1病
―
院

200
9:00  ～ 16:00

18:∞ ～】翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 ―日 町  病  院

団 773-6688

.園 772-7111

休 日 救 急 診 療 所
1大  自 町 ・療_ 院

260
12:00  ～ 18:00

18:00～翌事月6:00

城 内  病  院  □ 775-2009

日 町  病~ 院  囲 772-7111

六 日 町 病 院

六  日 ′町  病  院

270
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所 団 773-6688

ゆiき ぐに大和聡合痛:院  園!777■ 21■
―
休 日 救 急 診 療

I所

ゆきぐに大和総―合病:院
―

29●
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝‐6:(X〕

休 日 救 穂 診 療 所

六 十日 町 病 院

□ 773-6688

囲7抱 -71■ ―
休 日 救 急 診 療 所

:六  口 町 1療 
‐
略・

ヒ

し

ま

０

こ
ぐ

うナ６
△
ム

′

『
ヽ

ご
結
婚
占
め
て
こ
う
ご
ご
＝
書
す

省エネを心がけまし
⑫東北電気保安協

１
月
２０
日
　
（堀
内
）
　

悟
　
さ
ん

腰
越
　
百
合
子

さ
ん

（宮
林
）

（小
坂
）

（中
子
、
治

一
・
明
子
さ
ん
）

（湯
鉄
神
立
、
隆

・
実
穂
さ
ん
）

Ａ
誕
生
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
い
書
す

２

月

１５

日

３

月

１２

日

森
山

曽
良
岡

冬
萌

さ
ん

な

お

き

直
己

さ
ん

と

も

え

３
月
２
日

　

鈴
木

　

長
作

さ
ん

　

（堰
場
、
９３
歳
）

３
月
１４
日

　

石
田

　

弥
生

さ
ん

　

（谷
地
、
９２
歳
）

３
月
１５
日
　
　
関
　
　
謹
平

さ
ん

　

（堰
場
、
７６
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

2月届出分 3月 1日現在  (前年比)

出生

死亡

転入

転出

3

6

22

14

男   4,407

女   4,607

s+    9,014

世帯  3,191

(-51)

(+ 2)

(-49)

(+ 7)

広報ゆざわ H15.3.30  (14)


